
  出演者コメント  

■竹内涼真  

ミュージカルを観るのは好きなのですが、自分がやると決まったときは、何から始めればいいんだろう…という感

じでした。『17 AGAIN』はまだ舞台化されていない作品なので、最初にやらせていただきます、すみませんという

気持ちもありますが、がむしゃらにやるしかないですね。不安はありますが死に物狂いで稽古して、お客様の前

で自分も楽しめるように、しっかり準備をしたいと思います。  

既に歌とダンスのレッスンを始めているのですが、普通に歌うのとは全く別物で、歌ですが台詞なので、メロディ

に乗せて表現するというのが本当に難しいです。ダンスは初めてで、楽しいのですが全く思い通りにはいかない

ので、終わったあとは毎回ヘトヘトです。この作品は家族の絆が描かれていて、最後がハッピーエンドで終わる

ところが好きです。主人公が 17歳の姿になるというファンタジー要素も面白いですし、今回僕は 17歳と 35歳の

二役を演じるのですが、17歳に戻っても中身は 35歳のままというところが、一番楽しみです。  

共演者は、桜井さん以外の皆さんとは初めてです。映像とはまた違った濃密な期間を過ごすことになると思うの

で、ドキドキしています。舞台を終えた後、たぶんいま自分が想像しているものとは全く別の感覚や気持ちになる

と思うので、それも楽しみです。とにかくお客様に面白いと言っていただける作品にしたいと思っています。  

   

■ソニン  

今日本が世界初演になることはすごく光栄なことですし、気合が入ります。  

主人公のマイクは 17歳の姿に戻りますが、私が演じるスカーレット役はリアルタイムの時系列で、今の状況を

変えようとしています。最終的に二人と家族が、幸せの形に戻っていく。若い方から大人までほっこり心が満たさ

れるような温かい作品になるんじゃないかなと予想しています。  

スカーレットは世代特有の悩みだったり、愛情、温かさをプラスできるような立ち位置にいければと思っていま

す。竹内さんは映像でしか拝見したことがないのですが、誠実なイメージです。17歳に戻った時にどんな感じで

演じられるのか私も楽しみにしていますし、相手役としていい具合にサポートしつつ、刺激をもらいつつ、お互い

に高めあえたらと思っています。この作品の音楽はニューミュージカルだなという印象です。映画は 10年以上前

ですが、今の新しい世代に作られた音楽という感じを受けました。  

キャストもすごくバラエティ豊かですし、色んな客層のお客様が来てくださるのではないかと思っています。とにか

くエンタメとして楽しんでいただける作品ですし、ぜひ楽しみに劇場に足を運んでいただければと思っておりま

す。  

   



■エハラマサヒロ  

オタクで大富豪で、マスターソン校長に強烈に惹かれて猛プッシュするという、面白く作れそうな要素がいっぱい

揃っている役なので、わくわくしています。  

共演者の方は全員初めてです。錚々たる面々で、めちゃめちゃビビっていますが、ソニンさんは舞台で何度も拝

見していて色々学ばせていただきたいと思っていた方ですし、竹内さんは 10歳になる長女が初めて好きになっ

た芸能人の方で。だからこの舞台に出ることでパパの株が上がります（笑）実年齢は 11歳も差がありますが親

友役なので、本当に親友になれたらすごく嬉しいなと思っています。人間は常に後悔ばかりしてしまいがちです

けれども、このお話を見てほっこりした気分で、やっぱ自分は間違ってなかったな、これからも楽しいことを見つ

けて生きていこうと思ってくれる人が増えたら嬉しいなと思っています。少しでも元気になりたい方はぜひ劇場に

来ていただければと思います！  

   

■桜井日奈子  

ミュージカルに出演させていただくのは初めてです。あまり構えず、のびのびと演じられたらと思います。私の演

じるマギーは大反抗期。私も反抗期が比較的長くあったので、共感できます。子供は親が心配するより実は大

人で、傷ついたりすることも成長であって…ということを、父親であるマイクが子供たちと一緒の学校に通うことに

なって、近くで見ることになる。だけど、ついつい守ってあげたくなっちゃう親の気持ちって温かいですよね。竹内

涼真さんとはデビュー当時ドラマでご一緒したことがあります。どんなパパになるのか本当に楽しみです。『17 

AGAIN』は皆様を、きっと楽しい世界に連れていってくれる作品だと思うので、絶対観に来てください！私も一生

懸命頑張りたいと思います。  

   

■福澤希空  

出演が決まったときは WATWINGのメンバーと一緒にいたので、皆で盛り上がりました。ミュージカルに出演する

のが初めてなので緊張もありますが、わくわくしています。歌のレッスンを始めていますが、最初の 1時間はずっ

と筋トレ(笑)これまで歌ってきた歌とは、必要になる声量が全然違うので、基礎から学んでいます。原作の映画を

見て、恋愛模様にわくわくどきどきしました。アレックス役は大人しくて自分に自信がなくて受け身、自分と結構似

ているところがあります。主人公のマークと出会ってからの成長を見ていただきたいです。竹内涼真さんは事務

所の先輩でもあるので、共演させていただけることが嬉しいです。パパ役なので、抱っこしてもらいたいです！

(笑)人生の選択に悩んだとき、本当に大事なものはどっちかということが作品のテーマなのかなと思っています。

ぜひ劇場まで足を運んでいただきたいです。  

   

  



■有澤樟太郎  

ザック・エフロンがめちゃくちゃ世代なので、人気作の舞台化に出演できて光栄に思います。しかも世界初演とい

うことで、スタンをミュージカルで演じるのは僕が初めて、緊張します。こういう時期なので、ハッピーでポジティブ

な作品を届けられことも嬉しいです。スタンは典型的ないじめっ子ですが、ハイスクールのキングで、それでもど

こか愛らしく、慕われている理由も分かります。ソニンさんとは中止になってしまった公演でご一緒していて、稽古

中だけでもいろいろな事を学ばせていただいた素晴らしい女優さんです。竹内涼真さんはアスリートのような強さ

とカッコ良さを兼ね備えた役者さんというイメージで、この作品にピッタリだと思っています。竹内さん演じるマーク

と張り合うシーンがあるので、そこは正々堂々とやり合わなければと、すごいプレッシャーを今から感じていま

す。刺激だらけの稽古場になると思うので、観ているお客さんにもビビッと来る刺激を与えられるように頑張りま

す。劇場でお待ちしております。  

   

■水 夏希  

今回の役は、宝塚退団後の役の中で一番得意分野なんじゃないかという感じがします。規則に厳しい校長先生

だけど、プライベートでは結構マニアックな世界が好き。今から楽しみなのですが、ファンタジーの世界にのめり

込むというのは私の人生にはないので、研究が必要かなと思っています。演出の谷さんとはご一緒させていた

だいたことがあるのですが、共演者は皆さん初めて。相手役のエハラさんは芸人さんなので、タイミングや間、空

気感みたいなものを勉強させていただきつつ、いいコンビネーションを作れたらと思っています。ソニンさんは舞

台を拝見するたびに素敵だと思っている方なので、作る過程でご一緒できるのが楽しみです。竹内さんは爽や

かでイケメンで何でも揃っているイメージですが、舞台の稽古期間が長いので、新しい一面を垣間見ることが出

来るのではと楽しみにしています。人生でうまくいかないことがあってもきっと全ては必然で、今、これでいいんだ

と思えるような、じんわり心が温まるような舞台になると思います。劇場で楽しんでいただきたいです。  

   

  



  翻訳・演出：谷 賢一コメント  

 

この物語の主人公・マイクは３０代も半ばに差し掛かり、自分の人生はこれで良かったのか？ 他にもっとやれ

たことがあったんじゃないか？ やり直したらどうなるだろう？ そんな考えに囚われ、願い、夢想するうちに、本

当に１７歳に若返ってしまい、再び１７歳を――”17AGAIN”――生きることになります。そして人生に本当に必要

なものは何なのか、探し始めます。 つまりこの物語には３０代半ばの中年の悩みと１７歳の青春の悩みが同居

し、重なり合い、主演の竹内涼真さんは中年と青春、二つの人生を生きることになります。人生も折り返しを迎え

る３０代半ばに、人生のあり得たかもしれない可能性について考えてしまうというのはよくある・そしてよくわかる

話ですし、１７歳という「まさにこれから」、自由な人生がひらけて待っている年代にぶつかる希望と葛藤は誰しも

が身に覚えがあることでしょう。 質の高い音楽と斬新な感性の振付に力を借りて、全力で悩みにぶつかるマイク

＝竹内涼真さんの姿には、必ずや共感するところがあるはずです。劇場で共に体感して頂ければ幸いです。  

【プロフィール】  

谷 賢一 （作家・演出家・翻訳家）  

1982年、福島県生まれ。千葉県育ち。明治大学演劇学専攻、ならびにイギリス・University of Kent at Canterbury， 

Theatre and Drama Study にて演劇学を学んだ後、2005年劇団 DULL-COLORED POP を旗上げ。ポップでロックな

創作スタイルで脚本・演出ともに高い評価を受ける。2013年、『最後の精神分析』の翻訳・演出にて第 6回小田島雄

志翻訳戯曲賞、文化庁芸術祭優秀賞を受賞。2016年、セゾン文化財団ジュニア・フェローに選出され現在に至る。 

2019年、3世代、3つの家族を通して、福島県と原発の歴史を 3部構成で描いた『福島三部作』を一挙上演し 10,000

人を動員。本作で第 64回岸田國士戯曲賞、第二部『1986年：メビウスの輪』にて第 23回鶴屋南北戯曲賞を受賞。

2020年には作・演出・出演の完全一人芝居『アンチフィクション』を上演。一方で劇団外の活動も活発に行っており、

海外演出家とのコラボレーション作品も脚本や演出補として数多く手がけている。 主な作品に『人類史』（2020/作・演

出）、『チョコレートドーナツ』（2020/翻案・脚本）、『エブリ・ブリリアント・シング』（2020/翻訳・演出）、『光より前に～夜

明けの走者たち』（2018/脚本・演出）、『三文オペラ』(2018/演出・上演台本)、『白蟻の巣』(2017/演出)、『わたしは真

悟』（2016/脚本）など。  


